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砂みんなで守ろう地球の環境。E月は環境月閣です。

世界遺産 雪国犬社 (中門)
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期首に必.闘の 健康f榊 IL ~命受給..医師

0"・
.老齢編祉室事盆を.，歯している人で'l'Jn1 2年鹿市町村民

税葬際観世情I~.ずる人

入院ゅの→鶴負但盆は次のと必"です. 

. 脚の一副世一日ドっき捌q

食事代の ..粗金 "につき訓 円

帽に必闘もの一拍脳同問削酬.

医傍受給 .医 学成"牢 1111日以降に転入された世情

1.1;. ..λ 備の市町村が後行する世情金貝の平成"年度身

根梶盃..陶然

【間比、曾わ包1市役所高飴.福祉震へ.

制 L机自・I" 



1忽出現所曾71-1017頂部出頭Jl!'ift93.QOO1 お姐5tt・西節也護所曾44-1001

tT 

政

園
児
童
手
当
由
現
況
届
は

圃
今
月
中
に
提
出
を

1
1
1
i
v
 

a
-
-
2
1ら

迎
付
す
る

「

2
F
2
2骨
占
拠
凶
」

le

Z
7・
い
て

6
A
E
t
g

iヘ

F
i
j

i
-
;
i
 

Zっ
て
も

6E"の
E
耳

2

2
i
1
f
l
 

2
2乏で
E
里

Z
E

E-c加
入
し
て
も

t
M
E
m
e

-z
個
入
直
明
・
6
・
・
九
で
留
置
問

e-Aけ

z
y
-
-
fて

〈
氾
さ
い

;
j
 

一
高
年
齢
者
の
豊
富

お
b
a
bね“
n・
以
K
の
人
t
g
n・
に
し
た

E
S
E
r
-
9て
い

1h

ーシリーズ 人権4コマまんが

Z市
生
駒
市
天
習
な
ど
の
求
人
情

!
j剛

LTd

t
t
z
t
s
f
g
 

付

属

綱

相

T
q
t
i・

局

g・
・
・
舗
網
"
・
2

《市
倹
断
中
央園開

a

s
:
Z
M
A
N
a
s
 

略
字
、

Y

・5
崎
町
円
分

置

a幽
温
情
A

，
.
北
三
ず一回
V

と

e

i
i
H午
前
川
崎
、
込
3
時

A
L
A
i
-
i州

Z
A
'一闘
l
t五
一
八
二

圃
県
高
齢
者
美
術
展
由

園
出
品
作
品
を
募
集

gnmHか
ら

9
M
3日
ま
で
県
文
化
会

型
車
れ

S
S
E
E
R韓

民
舗
を
・
・
し
ま
す

酬
首
璽
R
a暢

'ι
晶虜桐飢

ωwa以
l
の
ア
F
Aチ7
-昆品ア

z望冒酋嗣閉
".e争高a剣開
樽
凋
"
愉
孟訓

;;の
人↑
l占息

.=.rし
込
号
み

耐

8gE附

Eaa.a

2
自
書

z
=
hけ日の
zm
 

銀聖で

E6目"幻官口
1草4で
l品ゆ
L
込
ん
で
〈

5

い

A
誌

の

聖

な

ど

i
つ
い
て
は

1

ψ
f
l
i
t
-

L
t
u市
役
所

2
2
Eへ一

圃
下
水
温
水
晶
化
に

園
協
力
し
て
く
だ
さ
い

f
u
z
z
-もと
T
S

i
f
t
7
2
7
 

1
1
f
i
 

公
共
P

水
害

T
I
l
-ぽ

saR54日
に
水
需
品
湯

本

E
I
-
-
E
i
h

a
i
v
s
l
a
t
i
-
-

!
1ぅ

f
i
t
-

t
E
M

一
日

4
4様
化

Tt

e行
っ
て
〈
だ
さ
い

〈

?
u
t
i
-
2

一
市
町
宅
地
を
詰

a
h
t
i
l
lか

i
E
'
i
t
z
E
 

i
f
t
z
i
 

'"
I
M
H
%
2
1川
知
口

九
申
告
と
パ

4
1
4世
間夜鹿市，.蝿.醤影.. 自及σA..育種通事濁

兜
-
手
当

(被
務
担
宵
就
学
前
児
貨
が
対
録
所
得
幽
制
限
が
あ
り
章
。
す
}
の
血
甲
鯛
隊
お
早
め
に
.

く
わ
し
く
隠

F
i
z
z
-
a
Eし
申

し
込
ん
で
〈
ど
さ
い
a

L
t
u
Eへ

圃
恒
わ
怒
い
京
且
怒
ど
を

園
踊
っ
て
く
だ
古
い

事い

Z
n
i
i
;と

し
て
障
が
い

f
f
=
Jが
t

e
u
c
の
リ
φ
イ
タ
ル

6
政
均
値
・
ん
で
も
az

て

z
t
z
a
s
h
-ど

Z
2
2
2
2
E争
fぱ

無
償
で
鼠
っ
て
〈
ど
4
3
C
L

き
れ
い
に
伏
い

で
農
産
売
L

壁、

iに
役
立
て

ま
す・

3
て
U
た

r
eた
い
am
"
の
網

車凶丹

羽

Eん
す

E
h
f
L
E

i
i
1
1
 

ど
】
で
拘
れ
や
箇
の
少
会
い

も
の

2
た
-e電
・
H
齢

M

.
温
か
ら
附
年
以
内

E隙

し
て
い

t
A
-z

'
f
7
2
・2

一-u
L

l

A

O

A

じ

i
九。
。
二

畳
袋
一
ケ
丘
中
学
校

回
名
後
調
さ
ん

" 
1

・
A
 

9
 

市
俊
両
兜
・
間
へ
・



条大2書商 7目1-1・お初 5t主〒63Q.8580市役ffi雪 34.1111関

6
月
四
日
は
、
水
温
料
金
口
座
雇
留
目
で
す
。

-地球環警

2
2
5

2

j

 

‘
.
能
制
虜2

s
rと

が
も
た
ら
す

『ご
み

E
2
5に
向

け

書

誌

に

取

り

型

t
i
t
i合

!

!

 

!
j
 

ご

a
a
-
-

ク
ル
喝
働
に
取
町
組

J
咽
唱
割
園
周
圃

み

ま

を

あ
げ
て

HPF
E
E

い
る

j
j

i

-
-

Eは
問
、
ま

t
こ

J

岨---

Z
し語

E
R
iに

i

F
6
2
7
H
M
H
a
z
e
E
 

絡
忽
A

EY

仙
蜘
丘
京

R
r
H
2

・uじ

一。。一)
へ

霊

-
E
み
嵩
量
り
ザ
イ
ク
ル

園
開
a
Eデ
才
の
貸
し
出
し

市
で
は

」み

の

ま

化
や
リ

7
2

2に
閑

1
5
ピ
ヂ
オ
の
慢
し
出
主

計
っ
て
い
ま
す

U

れ
治
会
や

fuζ
も
会
A
W
ど
で
「
ご
み
」

に
閣
寸
る
取
り
組
み

i
i
i

附
し
て
く
だ
き
い
・

4
1
i
i
 

l

。。一
V

ヘ

で

一
不
読
書
止
に
協
力
を

?
"
R
E
f
tっ

せ
ん
す
る
ブ
ロ
ー
カ
ー
や
院
労
M

認
め
ら
れ

i
T
t
z
z
i・を

脅
し
て
い
ま
す

奪

A
R
I
L

ー

と

す

る

舎

は

ま

6
宇

】

と

が

で

i品
人

で

2
か

i
t
苦

{
パ
ス
ポ
ー
ト
】
外
同
人
後
隠
語
明
書
院

傍
策
絡
“
証
明
衡
会
ど
で
「
作
留
脅
絡
』
『
在

1
2
5し

て
〈
だ
き
も
合

〈
わ

t
u
i一e

l

o
-
-
O
)

へ

園
恵
周
げ
ん
読
を
発
見
し
た
5

回
す
ぐ
嘗
察
へ

T
Z
E
mけ
ん
銀
自
治
時
代
の

脅
可
け
ん
位
院
が
県
内
の
民
家
れ

ど
か
ら
霊

f
号

、

ま
す

起

f
出

川

げ

ん

緩

l
Tと
そ
の
"
の
駈
け
出
が
あ
り
ま
し

-・
1
 こ

れ
ら
の
け
ん
銭

2
迫
害

A
m

4
2
E織
で

す

量

に

遭

Z厳

zfl目
さ
れ
る
と
し

iA
T

f
i--
i
E
f
 

号

発

見

し
て

i
s
s
f

れ
る
こ
と
は
あ
町
ま
ぜ
ぶ
の
で
安
J
U

し
て

E
し
て
〈
ど
さ
い

〈

bl

i
-
-1

0
6
奈
良
創

E
R宮

内
九
1

1
0
↓一

O
)

催
し
• 
教
室

圃
動
労
番
組
問
。
ロ
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
9
ン

ア

E
JZ

圃

品

川

待
島
町
一

z
e
u

工
自

ワ

lz
i
iコ
lz

と
き

;;6Hmu
--aHM日の
毎
週
本

曜

日

〔

7nmHを
除
く
)
午
後

6時半
1

8
2
8回

'E
TJT

:
giに

よ
る
ワ
ー
プ
ロ
昼

健

-
-aR科
:
5千
御
門

(股
例
副首
を
含

む
)

・
0
し
込
み

wu
復
u
u
v
き
I
敏

入植撞瞳畳間 ， ， ， アどもF けtら1 

比" 佳 膏 電信・培 ン世 ヌイ b司・)

・. "膏町'" 世田叫 却m 

世;…醐 図鑑"とつ H E 
・"軒目 S 白?暗 い a百すまh a Jタ 障が

，. .旨血揖向.品町2・， ，.駅前 山櫨人 νf イ 7

内 事" 学園..:0"." 岬世且

.. ‘s・ 私 rU2m -j ・5・，. てりさL〈 "で で纏酸人欄4でしE後時下1、a集安人穐がR，宗At市にa後治"畳守1J、R的zホ7L 傑EをSいL針び.， J遮合会でl場aそ 。見に婦 は弘たち 周返狩t えをA持 R・ ・"匝町お 耳事，..慣0ー1圏向ー。 、 ヴト と ニ
府圃 請E周 .掴町，，"，-L ，11-01'101 "W;iIi\4' I:~ 1 属の で、つい

山本 _+ 1".町咽 羽田 L 予;:~めttz の備をの牟U べ

醐 帥 崎町抽. ， .蹴 いitま y へ y Z L日-
|村田制(-.U....%110 . '"市 町 ト 人

A依静 電E蝿子世草町]51< 河 昌司崎市 はをタ に

..叫んだ."110 



'"""護所包71.1017...出頭荷君事93-0001お姐5せ・酉忽出頭所会44-1001

盟主!?jji!?ii!iiiiiiRH;ii喪主計
l 業催 Z 聖 書寄 却 す信 た胃人目"さ'" ゅ に別 化 1 ^~~l11 広 E 宮 司る 渇 l 佼 て ん

;!日出什い:if:????iiif!?宮iLii
ij;!?!日量Fij ijji;i j??ii 

6
月
間
悶

E
i
叩
図
版
、
市

県

民

税

専

向

一

習

で

の

E比
事
は
で
き
ま

t
f習
は

2

園
総
古
福
世
セ
ン
タ
ー

.

，悶
ー鷲
左
恵
子
息
zil

一

・
2
よ
S
E
L
E
-
-

i
s
--inn 

R

8
月
泊
U

9
月愉
m
R

m

H
M
M

什
河
川
日

ロ

n
u川目
の

k
瞳

u
q前
山川
崎

、F
・
71
E
i
l

犯
人
と
健
常
符
山
人

V
内

-ev
剤
"
"
の
栓

5
7
1
2
需
品
Z人
々
」

'Z
目
HE
--し
る
み

は
が
き

か
セ

=

ー
?
"
リ
の
申
し
込
み

E
i

m臨

m
Z
住

所

氏

Z
(ふ
h
η
M
r
A
B
)

等
前

E
7
3
i
t
fい
の

a
iの
個
別

E
Sい
て

l

i
ai
;」

1
1

圃
サ
ン
-
ア
ピ
り
テ
ィ
ズ
奈
良

圃

品

宝

聖

工

旦

一

丁

一

-
zi
-
-tE 

i
--

ス犬
舎

を

6
H
U
G
H
ω
午
前
9
崎
i
1

午
後
4
時

V
定

m

Mm鍵
以
上
の
車
検

f
健
刷
符
で
健
機

R

E--r
-細

目

シ
ン
ー

ス
の
箇

(a事
怜

w
f健
mお
}
ニ
ュ
l

二，

ク
ス
の
係
{
車
尚
子
健
m
m
と
健
常
宥
】

'
雪

栴

;

ッ

ト

(
あ
る
人
)
員

昼
食

(γ
シ
グ
ル
ス
州
省
密
V

な
ど

マ
血申

し
込
み

耳

備

え

昨

日

L

土
足

ま
た
は

U
Mか
さ
ヲ
，

ク
ン

リ

I
住
断

;
i
E耳障

が
い
の
術
無
酋
惜
別
自
慢
度
を
禽
い
て

6

n
m
m日
必
也
管
で
同
所
ヘ
・
多
い
渇
A

は
泊

a

'E
?
?

ミ
ヲ
タ
ス
州
聖
書

za--ら

の

富

と

1
1

品
れ
あ

H
E
-
-ン
大
会

主

7
H
8
日

ω午
前
9
防

学

午

俄

4
時

--

E
4
1
2
m障
が

い

:

(
全
期
ま
た
隠
第
1
期
分
)
の
納
期
で
す
。

と似
mam針
銅
剣
駆
と
高
佼
待
以

t
の
ボ
ラ
ン
テ

1
1
t
t
f
i
 

'
得
曾
相
;;
体
an
鰍
刷
-
R

ラ
ケ
ッ
ト
(
あ

る
人
}

H

X

会
友
会
ど

--
eeし
込
み

同
所

・
え
付
け
の
申
し
込
み

m
M眠
ま
た
俗
は
が

S

7

?

3
ミ
リ

6
2
2
E

f
生

年

月

日

里

、

の

病

気

樋

別

E
a
z
i」

て

7
月

IMaz断
へ

f
Tは
2

・
そ
の
僧
;;
苦

手

プ

ル

ス

取

し

ゐ

み

は
ま
的
に
貌

F
・
2
T
Z
E

s
t
a
f受
付
け
ま
す
(
そ
の
場

合

zzt?と
ペ
ア
)
・

園
西
老
替
の
軍

-
i

l
iz-

-
z
i--E↑

 

お
援
し
み
調
車
ま
い

2
1タ
イ
ム

『

E
Z苦
言

5
17

と

e
6Mm日
ω
T復
1
時
半

3
防

学

・
量

G
E温
お
笑
い
き
両
併

合

-z
zuょ

の
人
と
そ
の
ま

.，
由
申
し
込
み

イ
aR
・

園
母
手
福
従
セ
ン
タ

圃

干
樽
由
西
本
辻
町

一
五
九
l
↑
一園

-
e-
ハ
了
二

Z
二

aw唱す
車
庫
の
観
字

aa実
賓

と

e
7

n
2
U
川

{
ギ

a
ウ
ザ
冷
‘
一

g
月

3

H
刷
【
リ
ヒ
ザ
企
M
C
)

帥

N
i日
剛
(
肉
az

ん
在
員
、
ー
も
長

l?
3

略

目

酬

の

み

の

受

講

b

:

=

iiend民
館
一

E
E
-
-

・

2
1
2
2と
t
(
5
干
高
校

生
V

前

M

・E

・
小
川子生

以
下
は
必
ず
調
子
凶

作

中
学
生
以
上
は

す
の
み
の
き
加
も
可

'
費
用

俸
制
軒

V

号

砲

エ
プ

ロ
ン

i:!?;i!iiMifi::Eiiqiifiifiis言;:iistzん高官22人ti・abEZ官昼時i;;iiz，fZ行;古家計;i
f1121iiiFSAV22Si韓521行1iihjzrkuv
h電器4134?J21fZ九i。EZ年以 備 叫 Ul
l材料;十i:iaF 22ii抗議重量 ;iER “12七TERZi tA tzt品151空襲主 ブ勺EZ

納
制
句
協
便
利
で
確
実
恕
口
座
鑑
置
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。



ニa険会語調幅一7目]-]・お知己ぜ子630-6580市役所n34.1111側

-
名
勝
大
衆
院
庭
園
主
化
館

.

，
悶
陵
高
姐
町
一

O
A
=
T

-

空
一回占八

R

!
i
 

ま
ま
"
か
ら
総
幸
福
い
た

R
E

T

2

紹
介
し

1
・

と

e
6
H
U
O
悶
側
、
7
月
時
H
A
午
幽
閉

9
略
、
午
後
5
"
-
H
岨
円
休
錘

--
入
喝

照
射
行

お
策
・
"
と
倉
?
6
"
凶
日
開
羊
鴨
川
崎

守、

γ
後
3
崎
学

E

・
定
原
;
m
人

--
お
策

"
;;
mm円
・

・

2
3

.
怒
ら
ま
ち
鱒
火
コ
ン
サ
ー
ト

T

I

i

f

i

聖

書
官
の
も
と
i聞

3
t

と
き

6
月
6
U
例
牛
後
6
時
字
、
8時

守・
型
Z

Z

-
」事

2

1

七

五
l

t

g

，S
F

延
よ
ι
F

そ
ニ
カ
コ
ン
什
ト
」
ハ
宅
一
-

i

z

T

j

し

ん

で

〈

ー

-B

E
E
S

不
要

J

H
喜

高

ヘ

マ
闘

い

宮

掌

岡
町
凶
(
曾
一

f
一
八
一

ov-

-
国
ミ
リ
眠
写
技
師
聾
成

国
語
習
室

自
E
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
貸
し
出
し
て

lv
る
凶
ミ
リ
映
画
開
ヲ
イ
ル
4
M
m
ミ
リ
映
写

i

?

a

i

i

"

を

行

l-ます
巳

と

e
6
月
羽
目

ω午
傭
9
時
学
、
今
後

5
時

:

こ

る

金

源

寺

?

?

?
町V
E
R
T
-自
信

1
・z
iq
E代
交

通
副
首

u
n
己
負
勉

'
申
し
込
み

は
が
き

I

E

E

t

u

i

-

嘗
い
て
6
H
U
H
是
主
役
E
定

員へ

-f
署
員
宅

圃
膏
少
年
児
壷
金
館

圃:
'手i

.

包

↓一

11l炉火
U

》￥Xさ一手石】

Z

E

E

i

i
 

官

ム

1

2

2

本

曜

日

A

7

2

H
a
M
M
は
仙
悼
み
}
午
後
6
時
半
11
8
un守

的
闘

マ
定
員

同
黛
お
農
の
憐
令
"
。

人
-
s

b

・

-a切
り
;
;
;
日
日

a
事
闘
琢
曾
蓋
と
を

7
H
2
目
、
H
Mn

官

E

官

官

官

H

i

み

}

午

前

A

T

H

章

、

日

・
童

小
学

4
4
6年
e
n
人

--
-
-
切
り

6
M
n

日

-
週
敏
・2

と
き
7
7
H
I
N
h
ロ
R

2
日
の
毎
週
土
・
1
1
a
E
J

嗣

--
-疋
昼間

午
後
2
時
、
3
略
目
小
予

2

3
傘
金
知
人
・
午
後
3
u
"

‘
防

M
4

学

1
4
5;
5
0
1

2
日

【
歯
切
し
丞
み
-
ェ
7
ロ
健
康
体
微
動
麻
布
は

u

f

i

z

t

z

f

品

主

い

i
f
-
-耐

R
f
i
iい

て
耳
へ
・

5
4
多
い
型
ーは

雪

国
防
什
セ
ン
タ
ー

圃

守

i

刈
人
八
条
豆
了
白
因
。
闘

l

一

-
n-一干
二
O
六

広
愈
李
当
鍾
育
現
術
爾

!
の
E
L
i

l

i

-

-

と

語

的

に

聞

い
て
い
ま
す
・

と
-
q
6
M
U
目
胤
w
m
u
側
い
ず
れ
も

Z

I
時

1
4
・E

r

z

関

心
臓
ぞ
生
成
太
幽
血
時
の
止
血
法

'R
旨

Z
しま

?

の組問日
ま
で
に
周
セ
ンタ
ーへ
・

[t!W'.1日年書館催し車型

劇団飛行船マスクプレイ三三一ジカル

「楽しいム一三ンー車J(魔物の帽子)

町内n…一

楽しくて温"いム→ミン

量信がミユージカ'"ζ怒

って量糧します

ファンタスティック忽ム

ーミン硲に次々に鑑とる

木恩磁で儲倹""停の

微々 夏宮本みの思し噛に

ムミ二の知恵と勇気と費

r;:<flふ町冒険のステージ

を姦しんでくださL、

?

a

Z

L

S

Z

E

に

i

M

i

k

-

-

あ
わ
ぜ
て
く
だ
5
い

館
空
殴
偏

z

・

1

f

l

i

t

 

i

s

g

h

じ
て

EL

i

t

i

べ

ま

す

一

i

:
午

前

A

i

t

-

-

"
2

・
2

2

m

s

s

・-
体
-
m
e
M
噌
日
【
視
日
の
場
合
は
そ
の

哩
H
)
凶

au

・

!と をJ8)131目冷"午前u時'$'j後 2時
!ところ1なら附写会館帥-，

I入咽駒1S¥SI.JoC脳可 A'*UXX阿".以Ht銀事事j

【入制・ 4惨16 11 2日から同総 史勝文化セJ ター ならま

gら七〆タ一回出 張 所 北 刷 酬 什 川 叫'"

06-6363-9999) ロー ソシチケ 7ト(包 0;-

6381-1900入 金ら '00年会舗の極貧抗予約IH113 
日午前9時から

[1'!I.18"凶1糊(三組前町

仙 LゐM"'I12

1"134-0100)へ

m

H

3

9

1

字

午

後

l
F

4

雪

合

は

午

前

9

?

E

2

1

時

j
時

J
官

官
ミ
ン
ト
ン
雨

具
の
あ

f
語
審
し
で
く
だ
F
ビ

マ

そ
の
僧
体
育
館
二
l
Z
必
ず
閉
し

て
〈
ど
き
t
h

.

学
伎
の
ク
ラ
プ
地
鋤
で
の
凪
夜

間
は

?
i
f

渇
ノ

i富
i
S

6
H
H
日
刷
午
漏
9
時
正
午
午
後
1

7
:自

陸
上
続

:z

i
ジ
'
M
シ
グ
後
住
練
習
(
役
て
き
は
生

し
v

，Z
僧

Z

T

幸

町

し

て
〈
行
白
E
l-
-

学
伎
の
ク
ラ
プ
前
"
は
健
制

で
占
ま
せ
ん

鴻
ノ
地
・
ト
音
問
筏
渇
〔
湾
軍
町
》

Z翌
日

倒

産

品

い

第

2
4

U
ス
ポ
ー
ツ
施
院
を
岡
敏
し
ま
す
@

と

e
eM川
町
日

ω午
前
Q
d
時
学
11
H
的

ス
ポ
ー
ツ

一
ス
ポ
ー
ツ
施
段
を
開
放

中
央
惨
育
館
(
逮
彊
町
V

と
号

6
M



北節也組問n71.1017"節也視所ft93ζ悶01也知Sぜ・酉畠出頭所n44-1001

字
(
測
天
中
止
}

'

司
宮

崎
伝
峨
筏

'

対

m
A小

晶
子
生

--a
申

し
込
み

不
要
・
当
日

霊
会
鳩
へ

・

2

僧

ク
ラ
プ
活
鋤
で
の

間
半

i
f・宇
Z
F官

L
7
5
u
 

-問
い
合
わ帥
U

】
中
央
体
a開
館
一

宮
一-同

一五
O

一)へ・

一
水
量
指
導
者
聾
成
鵠
習
会

と
き
で

6
Mげ
目
、

7
u
n
9
H
の
毎
週

土

N
曜
日

5
1
F
h
;
=

i
i
J
ii
 

Mm
・
-

①
同
歳
以
上
で
永
占
憶
に
供
量
が
あ

旬

E

Eを
対
象
と
し
た

3
2

で
指
場
符
を
め
宮
す
人
@
市
内
イ
中
ゲ
校

長

P
T
A会
長
な
ど
が

E
Z人

V

E
T
--し
込
み

往
復
は
が
会

に
作
所
氏
名
(
ふ
句
M
V
会

一

年

齢

性

別

!

いて

6
1日告

で
市
役
所
体
宵
環
へ

一女
性
書
室

内
ぷ
掠
違
盟
が
閉
き
ま
す
・

と
を

6
月

ηai--z

k

日
曜
日
午
後
2

干

4
z-」る

i
g
i
t
-
-

定
貝

女

性

mm
人

-v
a
支
麗
制

3
千
円

Eし
ま

往
復
は

2
6語
氏

名

(
ふ
り
が
な
}

年
齢
性
別

1
3
1

f
i
E
1
2
2
n
 

慣
突
答
ん
{
平
似
刷
局
見
町
内

f
u
一

-jf人

l
ム一一。一一

盟
国
八
l
八
-
九
ニ

ヘ
多
い
鳩
合
は
繍
考

圃
平
堀
・

青
山
両
ブ
ル

園
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集

棚
田
市
7
阿
川

u
il
s
H
M
目
{
毎
週
水

!
!;i
 

imMintit-

S
随
時

7
H
n
u
-
-
g
H到
日
は
午
前

8
開

T
主
品

;
=
Zプ

ー
ル

E
京

一丁
目
)
青
山
プ

I
E
Z一丁

目
}

'
En-m人
買
m
の
藍
側
Mnmm
人
{
品
w

aま
で
)
③
人
場
係
6
人
命
誕
韓
姻
(
事
免

を
5
人

'
買
傘

①
61γ
駒

内

③
b

fω
阿
⑦
若
干
幽
門
A
I
ν

ず
れ
も
l
H
あ

た
り

v
'その
僧

サ
ン
ダ
ル

T
Y
ヤ

y
Z絡
し
ま
す

E
レ

t
E
'

A
写
真
品
り

1
附
日
ま
で
に
常
ス

ポ

y
w・
・
興
事
業
留
一

-γω
川
法
箆
町

喜一
O
渇

J
E品
役
目

官二
1

0
0
0
}

へ・

一
親
と
子
由
キ
ャ
ン
プ

さ
;
;
7
H
A
i
l
-
-

古
書

;
」るF4
2
Tン

ismv
'E
R
2
 

t
シ
プ

7
4la
の
署
員

鰻
穣
ハ
イ
キ
シ
グ
ク
ラ
ヲ
ト
会
ど

v

，

型
4
千
円

EEFは
3
7円
}

V
定
員

狙
チ

Asa以
上
}
m
m・
明
人

Eし
込
み

i
往
復
は
が
き
仁
;
の
銑

:
;
-
i
i‘

て

6
M
日
3
に
市
野
外
語

5
2内

正
拾
さ
ん
【
・

ym
臨
大

釦
窃
山
市
野
町
二
。
E

l
七

o

e
o七
岡
三

l
五
丁
一
七
え
・

午
後

6
時
以
除
)
へ

t習
は
繍
週
、

中宣美ケE近隣公庫
才一プヱングイベント

生涯宇習センタ

生涯楽習大学
0'印 コン幅制.，咽シリーズ}

パ刀 J 叫 4ド鵬から簡単会文寧作成(ソフトは

ワ ドを使用}までの初止賓のための栂阜です.

一.，・ ・川
崎間除岬れ肝世間-，鴎

t.lI!:....M4人 目 スト代 1刷 ・その他

学習内管が殉じため 過去にパソコ~.墜を受.した

人"応第でさまそん.

.2当'帰糊一
話V

-

いっしょに週lまうよ.

とe← 6I! 11日比正午

一午後3崎学.雨天中止

.ととろ…中堂.ケ丘近

回公制(中堂H 丘三r
"' 砂内曾 防災銅線
野象 低金どの聞反発展示

コーナ- 'A酬 鰻

特 惨悶札、合わ也 市役

所公側緑地視へ。

1・し帥 1往復は叫に続制肘氏名(ふり

がな)年傷性別電..分生涯定哲太学的受 .

..持っている入は受講証書号制措 (21;t.-ft

学縞}の人はその皆を奮いで '"同日必着で宅生涯学

習センター(亨6JO.8JS1杉1-"'f23 n26 881 
， ，へ 1枚に l鶴岡院隈句.原閣として鰹園受拐でき

る人に限町 まれ受湯"は剛キl多い場合".月1・n
柵哨判断 J〆ターで公開油遇。

131...Lゐ



二条文指南了目1.1.tJ匁5せ子630-6580市健所包34-11111ltl

園
忽
ら
や
ま
屋
円
温
水
プ
ー
ル

圃

亨
悶
ぽ
友
理
丞
了
白
三

l
-

・
2
2

i

i

-

i
i
iと

;

9

n

i

l

 

-
A
Z
i
R究
首

E

・周
弔
問
歳
以

h
の
K
性“
明
人

--
費
情
斜

6
?蜘
門i

i

E
『
小
学
生
直

と

e小晶子
Lji!3留守
・

6nmm目、
9川

羽
目

2
2骨
午

後

3
2
?
4

蛤
分・

川
副
・
小晶子

4t16a平

n7月
5目

、

9Hnけ
の
毎
週
水
組

U午後
3時羽
分

114時日
分
・
ロ
圃

'
定
員

特
附
人

vz
n
小

7
iT
67m同

小
学

4116a予

N65ω
円

E
し
ま
】

往
復
は
が
き
に

7
2

2

2
長
率
竺

z
t

主

、

で

i
Hヰ
で

耳

、

.

多

L

・22
Z
5
5
E
S

E
2宮
L
I
t
--

一
武
週
、
坐
禅
室

i

1

i

i・

1
i
f
 

!
?
?
;
官
午
後

5
t
i時
半

'Z
T

則
遁
際
貨
(
耐
W
掌
盆
以
上
繕
蛾
留
の
箇
}

と
を

7H3日
明
か
ら
毎
週
月
火

本

金
尾
口
今
後

6時宇
117時
v
'定

員

犯
人2

2
S
1
4日
開
か
ら
毎

週

火

品

目

今

後
5
時
半
、

A

E

上
・

U午
後
品
、

3
7
vE
4

乍

2寄生
11m畿
の
人
邦
人

gL揮G
W
場
た
綜
重
と
き

7H6H恥

AH

ら

E
火
・
日
午
前

E
h正
午

Z本

T
2
4
7
4
1午

後
1
時
、

4
E
R
本

2
f以

よ
初
人
高
絞
生
以
下
は
+
士
輔
自
の
み

z
z
i
7
 

1

1

1

1

午

'E
E
A
E
tの
Z
T

弓
遭
級
車
と
き

?7H8日
ωから
毎

週
」
曜
日
今
後
5
位
旬
、
?
脇
町

・
定
員

j

高

E
E
3
1却
人

母
綱
領

-a
と
き

7H9臼
聞
か
ら
毎

i
i
7
F
8甲

i

哲

生

以

品

人

-
a
Z
周創刊日

待
殺
説
と
も

3A刀
月
で
干
蜘
内

A-
1
-
E
 

百

し

ま

2
3
3
4
2
2

2
5
2
a
z
u
Z仇
学

:
:
1
i
i
e
 

い
で

6M
m日必
着
で
閉
会
(
甲

ω制
法

書

E
S
E
-
'
S間
宮

?

六

三

二

。

多

い

場

3
2

公
民
館

p
h
i
z
-
z
往
復

は
が
さ
じ
殺
指
名
作
首
ぷ
剛
氏
約
一
S
句
が
れさ

E

z

i

i

i切

"
H
4
2公民
館
へ

U
Z』

伎
に

人
-
号

多

量

立

量

革

E
不

安

i

i
は
向

15

園
南
部
公
民
館

圃

品

官

町

二
千
一

・
1
52-

倉
健
闘
塵

E
z
a品
t
f
z
z

i

i

!

2

3

 

£
寄
付
い
ま
す

と

e
;
川
目
、
来
年

3
4
H
a

則
と
し
て
第
2
火
曜
日
午
後
1
君

、

3
時

半

SM
-V-E-m
a胸中
?
校
K
の
女

E人

E
S
0
6月初
日
・

三
一星
曲
公
民
館

園

長
官

E
一面

一丁
目
一丁
ニ

.

宮
阻

ml二
穴
六
九

2と
6
L

ど
り
富

白
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
み
よ
う

t

告
み

f
険

金
ど
工

会

こ
と

を

Z
E
E
4
3刊
L
Zづ

〈
り
を
し
A

な
が
ら
み
ん
e訟
で
事
し
み
e

す・

8
17月
川

M、
日

日

の

目

と

し
て
毎
月
第

2
A
T
E
A
S

-
g
t、
γ後
零

時

全

日

E

員
自

p
i
q
i

f
k
f
E
2
2
 

1
1
7
i
=
B
O
 

6H
ME
 

・
白
剤
濁
付
ゆ
と
目

-mマ
ナ
1
級
車

務
付
け
の

f
S
E
t
t
z

き
を
知
る
と
と
も

t

b

J

:
?
j
 

身
に
つ
け
ま
す

昆

ヰ

員

、

ピ

と

e
7
1
1

ム

A
I
T

-

第

1
3本阻
HA82量
一
午
後

1

"
T
3防
附

M

'
定
員

女
性
初
人

E
S
-耳目
必

要

品

一

式

・

・80
1
1

園
畳
翼
グ
E
南
公
民
館

!
i二

E
E
l
-

-
z
E

ニ

iE

i
E
T
 

t化
役
会
会
週
え
人
ふ
れ

1
1生

罵
拍
子
胃
金
銭
け
る
』
と
が

A
切
で
す
・
Me凶

聖

書

高

き

策

L
〈

担

分

野

草

脅
し
ま
す
・

と
き

i
4目
、
来
年

3
1
H
E

-
火
曜
日

(S
In
u
s
-
9時
同

学

川

崎

・
7
圃

--
定
員

成
人

ω人
M

'
細
め
切

0
5月
四
日・

M

E

富
雄
公
民
館

山

圃

亨
mM
i液

鳥

園

児

=

白

九

・

;
i
 

ふ
れ
あ
い
符
繍

m
z

2
4
1が
E
f
t
-・

8
7日
目
、
来
年
1
月
間
日
の
毎

月
傷
2
水

曜

日

長

l?
3哲

7
闘

vE
E
の
で
き
る
人

T
'E

切
り

6n
m回目

園
南
鳥
公
民
館

.
，

wm
血
縁
亀
町
九
八
回

・
2
二

千
二
八
O
図

Ei--ク

も
古
曹
と
野
仏
を
防
帆
て
も

市
俸
の
空
自
に

T
E
E
S

内
に
祭
ら
れ
た
在
高
ね
白
書
大
喜

量

2
3
1

と
き

1
昔、

HA
E
T第

4
4
4節
目
、
午
後

A
S固

'
定
貝

底
人
的
人

マ
舗
硲
切
り
T
6
n

mu・
-
平
椛
週
公
民
館

;
i蓋

・

2
T喜
一

一

夏
休
み
鎗
・
遍
辰
野
線
車

;
j
i
 

と
菅

7Hお
削
閃

ι!"日

ω午
舗

9
防

T
uf
i

f
i
z
 

姐
人

V
腸
め
切
り

6MMn

EE降
一

ea鎗
御
学
応
網
戸
協
塵

-
2
2宵
E
Cい
を
L
ま
す

と
を

7Hnu-hi
H日
刊

一

品

目

度

・

2
4
f
z
k

の
小
学

4
4
2
r
-
E
D

6num目
・



l健康のコーナー
一条大..爾一丁目." . 

保健U イヲ (三条大館問-T目'3D
豪複陰銀所 f二条大箱喝 T目'"
総合医須町..，ンタ (抱本町519-5

1
1
6
 

1
1

7

 

1

1
8
 

1
1
7
 

4
A
3
 

3
3
3
 

.“

n' 
4借や也の司匹情で逼掴.のない人" 市役

附帽へ酬して〈町、

鎖骨子動纏腫昏雪量ける粛に『予悶..を

崎噌刷 1-t { ~れで受けてくだ各
い縛。てい会い人陪 各予物線組取句

，h'N.聞か市役軸金震で受け取唱

でくfきさ L

人"曾."の^'・し込み"に・L幽.】

月川町柑か5だの悩みよるす鰐鮫
(老A俣世に墨づく成人健康樹齢
酬に叫で掛川 " 人 " 酬 し

ててだき、 闘 はる醐縄師射

'，ll. tT~ :l!i!曾".IIIT"・惜しまれ

・とき--， 6月21H *'午後 1附ゆ-.時

・とζる 一保健セン，- ・封II"'il人

・・し帥 臨 時間闘相aへ
新生児 妊産婦肪問
経.飯E 血a雌量 宵リ鬼巴で‘錨盈んでい4ゐbお"さ

λム九軸.働.劃}倒醐餓L口て，為、

婦が伺、ますので '気"鍵量劃4凋矧 Lて(f!
t 

笹、

'.0経晒胤最後1年J恥iJI"'."
惜山での刷兇 ・・し帥…母

子f-.，'ti~f れて、"経略はが'" ， 

た"衡ゅ.，.がt1:~， 1使・...いて
制するか闘吋酬.."..へ。

胃 がん繍 E参
".旬£ぜん。重点 現4主的

.ゅの入場去に，働金受げた人，鰯曾

~:t l:'." r:.人 11 ， 1'，酬に幽して〈

だ，.

検..め.同検.です

-対.--Jl.以上の人{鮭・"障"

唯 .聞…毎'" ・蝉 絢…)1-6'1

a置はぱ《質問晴 氏出生凶晴住民

健..従量俸の人".判 定事し込ゐ時4

・L尚宏 ・・し沿b 電醤で6月N
Uまでに市役柑酬師、

母親教室

柑 H 向上咋"過ごはぜんか

・河匁 予定日が叩 '"月の初経緬付人

〈酬として，.閣で"人IlJU帥

銅"'tHII喰..  掴aーのうろ灸・，..で

きる人 ・吻し帥 酬 は が "酬

氏名 年・・ .. 凶.唾 m・予定"". 

重抗...て 6月鉛日 ま"市役司時健

康岨‘限へ ，い均・Q-<1I1:'

合

成人歯科教室

802 0圃
、酬で酬の衝を僚と号 、

日はからだのλ口です あなたの・と

歯肉は値康です令自分のけの.聾"

U明 L 惜 ，，'"た叩."'WrJ
・0'授をフ般識です

...鎗 帽の回附 刷叫 警

な人陪帖や叫帥H 蜘しまれ

lI.jOなどで同織の輸.盆..した人"

受.の";，.::"')ません ま1 寝色白台

..，人 過去に 1・借金受"'と人や冊'

H 叫吋人"抽"'糊して〈
倍、い

信桜住民繍I@:
健僚の予期処見4止めさ" ・!I!I<3，乞

・Ilt [1111実検.r-J企定的て符もま

寸姐慣は四車検する術集でま d定金に

は"なうで，，'ぜん" "分のえ・， ， 

Rみん，のためド.ι 度Ji;>:.ず被..

1:"1!t...う
・とき 6 11 11日十戸子..聞事叶l附
惨ところ….命.・Ift*，_ヒ :-f- ・n
.'--11.以上旬人"ドT'..，愛唾 経峰

事酬で受診する人"除〈 州 盆

酬 咽い倉同一柑柑岬~

".・.
成人 歯 科 健 康 相 級

.斜医・M側線1:O;'じます "'衡や

.槽・温 入れ歯令ど口。閣すI<<A巳ご

とめある人"気侭l倒様して〈どさも@

史 f!L ・.と医.，紐介はでき皐ぜA

・4河 一叫"'日制γ術的嶋一町 . 

とこる 傑・セ~， - ・絢M"'"人
岬し帥 闘で市間帥叫膿へ

続がん検鯵

予防鍍 橿

" 

一l'働組処た

子で"‘'町

主1・除手
際原病医..鶴演会

制開制時晴."

惨とI!-6周'"目凶午後 i時一‘時 ・

とZろ 鳳文化合・"偉大路町 ，肉

1I--i!:UI帥 ，.刊の現w除幕j

「開』眠術に"ける骨桶.従j バヰトルヂィ

ス合ヲシ・ン「彪の鏑みじニfえてJ

-・し込""'.iJがSで岡禽の盆凶曲.，

A ¥，. WO.m.J.I間畑町制酬~

桝'"してJOOPJ.j(-. 市噌出一

駒大IHA1.."，山相へ.

..'んの克明暗料相Lてι 計

将来・がんが がんによる従亡の l也を

占めるものと予.きれます ~'.I:-!置は

酌帥吋".'i'期間L・."
ら。てください l凶瞳 舵姐と各島療樋

聞 の体制川山批判楠〈

予約"'は温勉・と予.罵母子.

同僚F帳..って 子どもの健康状箪のよ

〈わかる人が同行して U!吾、人

灘a知.~<，-"， tj畏けられまぜん色λ

努め'"ヲ

-凋0"ωa・以上の人{経岨【"臨"...醐幅 修l闘 .興盆 篠彫めA

"州問診の結牌醐t:..."，..s-

"更にS酬 f内問"，酬1.t:"~]{) 
叫よtoti~四位閉四位H肉

"1・..みんは



命中重多発シーズンfll来

防できる

食
中
-mの
多
く
陪
食
品
の
加
傾
木
十
分

台
所

調
理
極
奥
か一
b
食
届
へ
の
二
次
感
染

闘
理
す
る
人
の

手
指
が
ら
の
食
品
汚
染

闘
理
後
の
昼
時
間
肢
置
付体ど

に
よ
る
食
。
竃
薗
の
付
.

繁
殖
が
箇原因
に
怒
っ
て
い

ま
す
・
後
レ
く
安
心
し
て
食
・
を
す
る
た
め
家
庭
で

も
十
分
注
憲
じ
ま
し
ま
コ
・

く
わ
し
く
隊
問
役
所
衝
笠
震

へ
・

i
Lみ

A
p
t
-
i

童申書予防のポイント

2家庭での保存

抽."駒に笹川るようにしましょう.

。冷首 冷涜庫の温度・理そし臨めすぎと注 Rしま
しょう.

4調理

。タ 才ル吋ぞ雪山即清潔日開闘し まめ

に交煎しましょう.

。→十分に掴黙しましょう.めや.は ""で 1分以

上です.

。純理佳途ゆでやめるよう忽鴎" 冷麓庫に入れまし

ぷう.再び調理するとき隊十分加燃しましょう.

。軒 レンジ唖う……容易相、

調田理筒醐働

のa 崎々 t伽T翌き聖湿tぜfるζとも必E璽聖です.

3下準備

。よく手ぞき札、ましょう.

位肉時間った後の包Tや制緩13&:0在".肉

周醐忽ど使しゅげるとさらに安全で..

。防鵬冷回明骨子レンジで行い柑使コ

て附耐碍 削間四趨にスれ涜水管."

.C.う.冷Z貴闘1i';J.l"繰り返すの"危険忽のでや
めまし.う目

。時晴開駒田使った後すぐに滋剤と 流水

でよく挽いましょう.包T 愈O..忽飯忽ど惨

音色った後鯛ぞ仰ふきん掃白剤に-，凹:地

むと治事効果がありま宮.たわしゃスポン;Jtd 煮

沸すればより雪安全で..

:
2
R
Z
i
s
-
-s
 

i
i
i
t
M
 

1食晶の購入時

。.隊婦槻 窓ど麿櫨留し、新鯵忽句ぞ鵬スしましよう

。買し吻を し"らできるた'11恩く帰り 冷磁庫に入れ

捜しょう

同

• 

6残った食品

。残った食劃率きれし噂食器を使って佼伊し 守く冷

えるように，凱沼署に分けて保存しましよう.

。濁め置す阿もす分に加楓しましょう.

。時間，.鐙ち週ぎたり 引っとでもあやしし1と恩っ

目食ベ?に鎗でまし"

5食事

。開時で濁2駒 田 を使い 制時震に盛り

τ市まし"ヨ

。貨制四時 〈保存レ刊しゅ2同ん

-
-
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